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はじめに

　保健環境研究所報第 52 号の発刊に際しまして、ご挨拶を申し上げます。

　令和５～６年度の２年間、地方衛生研究所全国協議会九州ブロック支部長を務めさせて
いただきました。この間、九州ブロック会議、地域専門家会議、地域レファレンスセンター
会議、自然毒による食中毒を想定した模擬訓練及び模擬訓練結果検討会をそれぞれ開催し、
九州・沖縄地域の地衛研の連携強化や職員の人材育成に取組んでまいりました。
　私自身、これまで市役所内において多くの部署を異動してきましたが、研究所ほど、他
の自治体との「横の繋がり」が深い組織はそんなに多くはなかったように思っております。
地方自治体の研究所は、かつての公害問題に取組んできた時代から、情報交換や技術協力、
さらには共同研究など相互に連携を図ってきましたが、九州ブロック支部長として、改め
てその繋がりの強さを感じたところです。

　さて、令和７年４月、今後の感染症等への対策を強化する目的で、国立感染症研究所
（NIID）と国立国際医療研究センター（NCGM）が統合し、「国立健康危機管理研究機構
（JIHS）」が発足しました。JIHSには、地方自治体の研究所の技術力の維持・向上を図るため、
感染症に係る国際的な知見や全国的な感染状況の提供、検査技術や試薬の提供、研究所職
員に対する研修や技術的な支援を行うことなどが役割の一つとして示されました。
　現在、地方自治体の研究所の技術力の維持・向上は、喫緊の課題となっていますが、
JIHS の設立により、今後、国や関係機関とのさらなる連携強化や人材育成への取組みが
進むことが期待されます。

　また、新たな課題として、有機フッ素化合物（PFAS）による環境汚染が顕在化してき
ました。国は、令和２年に設定した公共用水域・地下水における暫定指針値を皮切りに、
令和６年６月には、内閣府の食品安全委員会において、PFASの健康影響について国とし
て初となる評価書を決定、令和７年６月には、ミネラルウォーターの規格基準、さらに水
道水の水質基準がそれぞれ設定されました。
　本研究所においても、現在、地下水に加え、河川や海域など公共用水域の PFAS 調査
を実施していますが、今後は、ミネラルウォーターについて速やかに検査体制の整備を進
めることとしております。

　地方自治体の研究所は、今後の感染症等への対策に留まらず、私たちの生活に影響を及
ぼすおそれのある化学物質問題、そして温暖化や脱炭素社会の実現といった地球規模での
環境問題など様々な課題に対して、これまで以上に大きな役割が求められることとなりま
した。
　このため、単なる検査機関ではなく、行政に対して政策提言できるような組織として、
専門性の高い人材の育成や次の世代への技術の継承を図ってまいりますので、皆様方のよ
り一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　令和７年12月
� 北九州市保健環境研究所　
� 所長 　佐 藤 　健 司 　
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